
令和7年度　鎮西高等学校　学校評価

1  教育方針　（建学の心）

2 本年度の教育重点目標　　（努力目標と実践項目）

3 自己評価総括表

改善すべき課題及び目標 改善に向けての行動の具体的な内容 評価 年度末総合評価・チェック事項

総

務

部

【課題】

1. 業務内容のさらなる効率化

2. 他部署との連携強化

3. 部署内担当者間の連携不足

4. 経験が浅い職員へのサポート体制の構築

【目標】

職員一人ひとりが経験値を高めて主体的に職務

に専念し、総務部全体の業務効率化と組織力の

向上を図る。

1. 各資料の整理・保管を徹底して業務内容を精査し、次年度に向けた計画

を早期に検討する。

2. 企画・立案の初期段階から他部署との調整・連携を図り、作業の効率化

を進める。

3・4. 各業務に複数人で取り組む体制（バディ制など）を整え、経験の浅

い職員をサポートする。行事終了後は速やかに部署内で振り返りを行い、

次年度への改善方向性を確認する。

B

A

B

　総務部は学校行事の企画・運営、庶務、保護者対応、育誠会・寮運営など多岐にわたる調整・交渉業務を担っ

た。

　各種学校行事の企画運営、庶務、保護者対応、育誠会・寮運営等において、多方面との調整・交渉を計画的に

進めた。

　早期の企画立案により、他分掌や保護者との連携・協力を強化し、行事の質的向上を図ることができた。

・前年度課題であった「育誠会だより」の定期発行、および「寮規則」の見直しを達成した。

【次年度への課題】

・今年度未着手となった「四恩」の作成・発行（140周年記念発行）を重点目標とし、進行管理を徹底する。

教

務

部

1.学校行事の事前把握と授業時数の確保

（急な出張・年休への対応、生徒の学力保証）

2. 教育課程や教務規定の見直し

（新共通テスト・進学就職対策）

3. 他部署との連携、情報共有

（定期考査・進路模試・転退学対応の周知徹

底）

1. 年間行事の早期把握に努めるとともに、教職員の急な出張・年休時には

教科ごとの自習用教材の事前準備や代講体制を徹底する。	

2. 共通テスト「情報Ⅰ」の2単位化に伴い、現行の2年・3年各1単位の編成

から、3年次2単位へ集約。これに伴い、「宗教」を1・2年次で履修させる

カリキュラム改訂を行った（令和7年度1年生より順次実施）。	

3. 定期考査等の日程について総務部と連携する。また、進路指導部（スタ

ディサプリの活用）、学年・事務局（転退学者の迅速な対応）とそれぞれ

密な連携を図る。	

B

B

B

　【成果】 振替授業の徹底や教職員の尽力により、前年度と比較して自習時間を減少させることに成功した。

【課題】 生徒指導対応の増加や、感染症流行による学級閉鎖、教職員の突然の体調不良などが重なり、一部で授

業時数の完全確保に課題が残った。次年度は時間割編成の弾力化やオンライン課題の併用など、さらなるリスク

管理を進める。

　新共通テスト「情報Ⅰ」への対応として教育課程の改訂を完了し、指導体制の基盤を整えた。今年度の共通テ

スト受験者は数名にとどまり、授業内での特別な受験指導の比重は高くなかったが、今後は合否の追跡調査を行

い、次年度以降の受験ニーズに応じた効果的な受験対策講座等の開設を検討していく。

　総務部、進路指導部、事務局、各学年との連携により、模試の運用や転退学手続き等は概ね円滑に処理でき

た。しかし、今年度は保護者からの要望や生徒指導に関わる突発的な事案が多く発生した際、一部で連絡事項の

通達に遅れが生じる場面があった。次年度は情報共有ルールの再徹底と、周知の迅速化を図る。

生

徒

指

導

1. 品性ある身だしなみやマナーを心得た生徒の

育成	

2. 自転車マナーの向上

（交通ルールの遵守と安全意識の向上）

3. 時間厳守の徹底	

1. 各種教育活動（授業・HR・部活動等）の開始時における服装指導を徹

底し、日常的な挨拶・礼儀作法の励行を促す。

2. 法改正等に伴う交通ルールの変更点を生徒へ浸透させるとともに、自転

車通学者を対象とした「自転車交通安全講習」を実施し、遵守意識を高め

る。	

3. 朝のHRに間に合うよう登校を促す遅刻指導を実施する。また、各種集会

や学校行事の際、時間を意識した行動をとれるよう常時指導を行う。

B

B

A

　年間を通して、男女共に服装等の違反者が多く散見されたため、全職員による個別の声かけや指導を実施し

た。次年度も共通理解に基づくアプローチを継続すると同時に朝のHRでの指導も徹底していく。

　自転車講習の実施により、生徒一人ひとりに対して交通ルールの変更点を周知し、安全意識を高めることがで

きた。路上でのマナーや安全確保は今後も継続的な指導が必要な課題であるため、次年度以降も講習を継続する

とともに、登下校時の街頭指導等の実効性のある指導体制を維持する。

　生徒指導講話等を通じて時間を守ることの重要性を繰り返し指導した。その結果、各種学校行事の際など、生

徒は時間を良く守って行動することができ、高い成果が見られた。次年度も日常的な遅刻指導を継続し、時間厳

守の意識をさらに定着させる。

本校は県下唯一の仏教系の私学で、仏教精神教育の基盤としています。学校には信仰の象徴である仏像を安置し、仏教の教えを具体化した「誠・信・望」の校訓のもと報恩感謝の心と穏健中正な態度で、社会に貢献で

きる有能な人材を育成することを目標としています。

（校訓）　誠・・・・誠実をもって一貫すること　　　信・・・・信念を養い明朗なること　　　望・・・・希望を持ち努力すること

　 報恩感謝・・・・国恩・親恩・衆生恩・三宝恩に感謝し、四恩塔に一礼しよう　　　礼節堅持・・・・礼儀を重んじ、正しい言葉遣いを心がけよう

　 学力向上・・・・予習して授業に臨み、疑問を残さないようにしよう　　  　　　  身体錬磨・・・・規則正しい生活をし、体を鍛え、早寝・早起き・朝ご飯を心がけよう

　 環境美化・・・・整理整頓を行い、ゴミを出さないようにしよう
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改善すべき課題及び目標 改善に向けての行動の具体的な内容 評価 年度末総合評価・チェック事項

進

路

1. 職業観の育成及び、適切な時期における進路

目標設定の支援	

2. 進路模試と連動させた学習環境の整備と受験

対応力の向上	

3. 生徒の必要に応じた情報提供と進路指導の充

実	

4. 3年生の進路実現に向けた全職員での指導・

支援	

5. 卒業後の進路未決定者へのフォローとサポー

ト	

6. 高専連携を通じた公務員希望者への受験対策

1. 各学年と連携し、講話会・体験授業・複数業者による説明会を体系的に

実施。定期的な進路希望調査で生徒の希望を早期に把握する。

2. 「スタディサプリ」を導入し、模試結果から抽出した苦手分野に合わせ

た学習動画の視聴や確認テストの実施を促す。

3. 学校・会社案内や求人票をタイムリーに提供し、進路指導部によるきめ

細かな進学・就職の個別相談を随時実施する。

4. 模試・資格試験の指導をはじめ、小論文や願書などの書類添削、礼法・

マナー・面接指導などの具体的な受験手立てを講じる。

5. 担任と進路指導部が重層的に連携し、一次受験で不調だった生徒に対し

て多様な選択肢を提示し、二次受験等に向けた伴走支援を行う。

6. 公務員対策の専門学校等と連携し、それぞれの特色を生かした出張講座

や説明会を企画・実施する。

B

C

A

B

B

B

【成果】

　3カ年を見据えた進路学習や複数業者による説明会を計画通り実施し、生徒の進路意識を高めた。

　的確な情報提供と個別相談により、オープンキャンパスや資料請求へ主体的に申し込む生徒が増加する高い成

果を上げた。

　一次受験で不調に終わった生徒に対しても、きめ細かな個別指導による二次受験等への確実な伴走フォローを

実施した。

【課題】

　「スタディサプリ」の活用において、生徒の家庭内通信環境の差や校内活用の仕組み作りに課題が残ったた

め、次年度に向けて利用促進策を再構築する。

　1・2年次からのキャリア教育との連動性を高め、基礎学力を定着させるための長期的なプログラムや手立てを

強化する。

　高専連携講座において、学校行事等との時期・時間割調整に課題が残ったため、より高い効果が得られる実施

形態を再検討する。

生

徒

募

集

1. 令和8年度入学生生徒募集の早期方向性確立

2. 広報活動の多角化と検証

3. オープンスクール・学校説明会等の精査と集

客向上	

4. Web出願・合格発表の利便性向上と汎用化	

5. 志願者数・入学者数の増加に向けた選択科目

授業内容の充実	

1. 早期（4月中）に入試大綱の基本方針を決定する。募集部として年間計画

を策定し、職員会議等を通じて全教職員への情報共有と周知徹底を図る。

2. 各選択科目（コース等）の特色を紹介するPR動画を新規制作し、公式

ホームページ等で広く公開する。学校案内冊子やWebメディアを有効に活

用した戦略的広報を展開する。	

3. オープンスクールを校内で開催するにあたり、教職員の意見を集約して

時期（8月～11月の4日間）を設定する。

・学校概要説明の担当職員を拡充

・生徒会や在校生の参画機会の拡大

・選択科目授業体験会の内容充実を図る。

4. Web出願システムの事前検証と安定運用を行う。入試実施後は、各種説

明会の参加者データ、出願者データ、および入学者データとの厳密な照

合・分析を実施する。	

5. 個性を伸ばす教育内容（選択科目制9年目）をさらに深化させ、地域社

会への貢献や学校行事の充実、生徒・保護者・地域から選ばれる学校づく

りに向け、全校体制で教育活動を推進する。	

B

B

A

A

B

　年度当初に募集部内での年間計画を速やかに立案し、部会での多角的な検討を経て、職員全体への周知を計画

通りに完了した。次年度はこれをさらに前倒しし、激化する募集環境に対応した戦略の早期浸透を目指す。

　選択科目ごとの魅力を伝える紹介動画を計画通り制作し、学校説明会での放映やホームページでの情報発信に

活用した。自校開催イベントの告知や募集要項の公開・アップデートもWeb上で滞りなく行い、広報チャネルの

基盤強化を達成した。

　オープンスクールおよび部活動体験会等において、多くの高・中連携を意識したプログラムを展開し、多数の

中学生・保護者へのアプローチに成功した。選択科目体験会も円滑に運営し、担当職員の複数名配置による質の

向上を図った。中学校側からの進路説明会等の参加要請に対しても全件柔軟に対応し、本校の認知度向上に大き

く寄与した。

　Web出願・合格発表システムの運用5年目を迎え、システム上の重大なトラブルを出すことなく、極めて迅速か

つ厳正に入試業務を完遂できた。受験生・中学校側の利便性も高く維持されており、次年度以降も現行の仕様・

セキュリティ体制を維持しつつ、さらなる運用効率化を継続する。

　選択科目（特に進学・就職科目等）における指導内容の精査と各学年のカリキュラム検証を進め、本校独自の

教育特色の可視化に向けた基盤を整えた。次年度は、これらを具体的な数値目標やシラバスの改訂へとつなげ、

中学生への強力なアピールポイント（募集広報のフック）として組織的に具現化していく。

事

務

局

1. 校納金の受納事務の的確な遂行と滞納防止	

2. 就学支援金申請における適正かつ円滑な事務

処理

1. 毎月、滞納者を迅速かつ正確にリストアップし、事務局からの直接督促

を徹底するとともに、担任や学年主任との情報共有・連携を密にして組織

的な督促体制を構築する。

2. オンライン申請への円滑な移行を目的とした、分かりやすい独自マニュ

アルや手順書を作成・配付する。また、個別の事情や課題を抱える申請者

に対して、個別相談や窓口での丁寧なサポート体制を確立する。	

A

A	

　毎月の迅速なデータ抽出と、担任・学年主任との有機的な連携に基づいた多角的な督促アプローチを徹底し

た。その結果、前年度と比較して長期滞納件数を大幅に削減し（令和6年度：6件 ➔ 令和7年度：1件 ※R7.3月時

点）、学校経営における財務の健全化および未収金回収の適正化において極めて高い成果を達成した。次年度も

この緊密な連携体制を維持し、滞納リスクの早期発見と解消に努める。

　申請手順を可視化した独自マニュアルの事前配付が功を奏し、対象者全員が遅滞なく、かつ不備なく申請を完

了できる環境を整えた。個別対応が必要な家庭に対しても事務局窓口で迅速な伴走支援を行い、在籍者全員（オ

ンライン申請件数：676件 ※R7.7月在籍者全員）の手続きを遺漏なく完遂した。適正かつ円滑な公費助成手続き

の手本となる極めて優れた事務処理を達成した。
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改善すべき課題及び目標 改善に向けての行動の具体的な内容 評価 年度末総合評価・チェック事項

保

健

体

育

1. 体育大会の円滑な実施

2. スポーツテストの確実な実施

3. 高校総体開閉会式への適切な対応

4. 強歩会の安全な実施	

5. 熊本県私学教育研修会保健体育部会事務局業

務の遂行	

6. 熊本県高等学校教育研究会体育部会私立部会

理事職の全う	

7. 令和8年度に向けた体制整備と用具の確保	

1. 4月に予行および体育大会を実施するにあたり、各団のリーダー等との

事前連携を密にし、計画的な運営を図る。

2. 校内の各施設を有効に活用し、全職員による組織的な測定・評価体制を

構築する。	

3. 高校総体開閉会式における参加部活動の調整および引率を円滑に行う。	

4. 11月に屋外施設（運動公園周回コース3周）を利用し、全校生徒を対象

とした強歩会を実施する。	

5. 私学教育研修会保健体育部会の主任会等の事務局として、年2回の研修

会の企画・実施・運営を担う。	

6. 令和7年度九州学体研熊本県大会に向けた会議への出席、および私立学

校間の連絡調整を迅速に行う。	

7. 鎮西・真和両校での共用用具の確保に向けた打ち合わせを密に行い、次

年度の授業担当者の割り振りを計画する。	

A

A

A

A

A

A

A	

　練習時間が限られる中、各団の団長・団員との事前ミーティングを徹底し、計画表の配布や見通しを持たせた

練習管理を行った。その結果、生徒が自発的に行動する場面が多く見られ、行事を通じた主体性の育成に大きく

寄与した。次年度も計画的な運営体制を維持する。

　全校生徒が計画時間内にローテーション通り測定を終了することができた。次年度はスポーツテストの必要性

を再検討し、測定種目を精査した上での効率的な実施計画を検討していく。

　今年度は開閉会式の参加を女子バレーボール部に代わりサッカー部が単独で担った。体育科教員の大会出場に

伴う不在時においても、関係職員間での迅速な連携と適切な役割分担により、引率および運営業務を円滑に遂行

した。

　全校生徒が運動公園スポーツ広場に現地集合し、予定通りの時間内に周回コースを終了した。課題として、周

回コースの一部で道幅が狭く、一般利用者への配慮を促す指導が必要であった。次年度は、安全確保のために周

回コースの幅員が広いルートへの変更を検討・設定する。	

　8月に21校72名の教員を対象とした研修会を企画し、講師を招聘して滞りなく実施した。今年度で本校の事務局

担当期間は満了となるが、次年度の担当校へ確実な引き継ぎを行い、今後の部会発展に向けた連携を維持する。

　私立部会理事として九州学体研熊本県大会に向けた各種会議を円滑に運営し、各私立学校への迅速な連絡調整

を達成した。本年度で理事の交代期を迎えるため、次期理事への引き継ぎ業務を遺漏なく執り行う。

　次年度の体育備品購入に向けて、真和高校との事前打ち合わせおよび購入物品の確定を完了した。次年度の配

置人員を早期に把握し、それに応じた授業担当者の割り振りや全体練習・行事関係の打ち合わせを迅速に進める

体制を整える。

高

校

1

年

1. 基本的生活習慣の確立

・頭髪、服装の意識づけ

・欠席者、遅刻者への対応

2. 自己実現・進路実現に向けた取組の充実

・学力の向上

・進路実現への意識

1. 服装・頭髪検査時のみならず、朝のHRや各教科の授業開始時における

日常的な声かけを徹底し、身だしなみを自発的に整える意識を醸成する。

生徒の欠席・遅刻時は保護者からの直接連絡を徹底させ、無断欠席等に対

しては即時の家庭訪問等による状況把握と組織的な課題解決を図る。

2. 基礎学力定着と学習習慣づけを目的に、定期考査前や放課後の時間を活

用した自発的学習会を企画・開催する。2者面談や3者面談を通じて家庭で

の学習環境の整備を促すとともに、進路指導部と緊密に連携して外部講師

による進路講話上やガイダンスへの参加を促進し、早期の進路意識の高揚

を図る。

B

B

　多くの生徒が規律を守って生活できている。服装や頭髪に違反が見られる一部の生徒に対しては、考査後に継

続して指導をおこない、改善に向けた意識づけを図った。一方で、遅刻をする生徒が一定数おり、なかなか減少

に至らなかった点が課題として残った。次年度は遅刻者を減少させるための具体的な手立てを検討し、指導の徹

底を図る必要がある。

　定期考査前の放課後に学習会を実施した。自主的に参加する生徒の数は限られていたものの、参加した生徒に

とっては学習習慣や学力の定着に向けた有意義な取り組みとなった。また、各種面談やHR活動を通じた指導をお

こなったことで、生徒個々が進路について考える契機となり、進路意識の向上につなげることができた。次年度

も継続して取り組みを充実させていく。

高

校

2

学

年

1. 基本的生活習慣の定着

・頭髪、服装を常に正す

・遅刻をなくす

2. 自己実現・進路実現に向けた取組の充実

・進路実現のための意識の向上、自己理解

・1時間ごとの授業の充実

1. 朝のHRや授業時に声かけをおこない、身だしなみを整える機会を作

る。生徒の欠席・遅刻の連絡については必ず保護者から連絡してもらう。

欠席や遅刻の連絡がなく生徒が来ていない場合には必ず保護者に連絡を取

る。

2. 進路指導部と連携をとりながら、各種説明会、ガイダンス等へ参加し、

進路実現への意識を高める。外部の進路学習教材を利用し、自己理解を深

め、進路実現を目指す。	

B

B

　必要に応じて本人や保護者と面談を重ねながら改善に努めたが、定着するまでには至らなかった。生徒の服装

や頭髪に対する意識の高まりは十分に見受けられない。一方、遅刻に関しては各担任が欠席生徒への連絡を徹底

しておこなったことで、昨年度より減少傾向にあるものの、一部の生徒が繰り返し遅刻をしており、今後の課題と

して残った。

　外部で実施される進路講話やガイダンスへ参加したことで、生徒の進路への意識を高めることができた。ま

た、年間を通じて進路教材を利用しながら、その都度、生徒たちのニーズに合わせて有効に活用することができ

た。



ＮＯ４

改善すべき課題及び目標 改善に向けての行動の具体的な内容 評価 年度末総合評価・チェック事項

高

校

3

年

1. 進路実現の為の指導	

2. 卒業に向けての教科指導と生活指導

1. 進路実現の為の指導	

2. 進路実現のための基礎学力のさらなる向上に向けて、教科担当者と担任

が連携をはかり、対策を立てて指導する。進路指導部と連携しながら、

個々の生徒に適した情報収集に努め、丁寧な指導を行う。担任による生徒

への声掛けを通して、基本的生活習慣の確立や将来に向けての学力アップ

の大切さを教示する。

A

B

　各クラスにおいて、担任による二者面談や三者面談を実施した結果、生徒や保護者の希望を的確に把握するこ

とができた。また、外部講師の派遣なども通してオープンキャンパスに積極的に参加することができ、進路実現

に向けての支援を行うことができた。

　小論文指導や面接指導など、担任や進路指導部の細やかな指導・助言により、生徒に力をつけることができ

た。一方で、自らの将来についてのイメージがなかなか構築できず、進路に悩む生徒も見受けられた。より個々

に合わせた指導の工夫をする必要があった点を課題として捉えている。

男

子

バ

レ

ー

1 学校生活において授業態度や挨拶を向上し、

規則正しい生活に努めること。

2 全国大会で活躍できる身体つくりに努める。	

3 高いレベルにおける心・技・体を作る為、自

主性の意識を強く持たせる。	

1 自ら考えて行動できる人材を育成する仕組みを作るように努める。	

2 毎日のトレーニングを怠らず、取り組む姿勢の指導を行う。自主練習の

質をあげる。	

3 日頃の練習から緊張感を持ち、自分自身に真摯に向き合わせる。	

A

A

B	

　部員一人ひとりが自覚と責任のある行動をとることができた。その一方で、先を見据えた行動において、まだ

至らない場面が見受けられた。

　生徒自身が自分自身と向き合い、努力する姿勢を持って取り組むことができた。	

　自分自身と向き合い、自ら考えて練習することができた。しかしながら、生徒自身の状況やその時々の心境に

よって、甘さが出てしまう部分が見受けられた。

女

子

バ

レ

ー

1.人間形成

部活動を通した自主性・協調性・責任感・連帯

感の醸成。

2. チーム作りと育成

県内トップレベルで戦える精神力・体力・技術

力の強化。

(1) 生活態度

競技を通じた基本的生活態度（礼儀・挨拶・身

だしなみ・時間厳守等）の完遂。

(2) 精神力の強化

目標達成に向けた強い意志と、限界を決めない

練習態度の育成。

(3) 体力の向上

バレーに必要な身体能力（跳躍・敏捷性等）の

向上と怪我予防。

(4) 技術力の向上

基本技術の精度向上と、戦術への応用。

・当番活動の細分化と責任の明確化。

・週1回のミーティングによる意思疎通の強化。

・学年を越えたペアワークの導入。

・遠征先や校内での「自分から挨拶」の徹底。

・部室・用具庫の整理整頓（5S）のルーチン化。

・「練習の意図」を練習前に必ず共有。

・ミス後の切り替えや声出しなど、ポジティブな声掛けの習慣化。

・専門的なトレーニングプログラムの導入。

・練習後のストレッチ・セルフケア時間の確保と指導。

・サーブレシーブ、パスなどの基礎練習時間の再確保。

・映像分析によるフォームチェックと個別フィードバック。

A

　

B	

・女子バレー部員としての自覚ある行動が定着。無遅刻・無欠席9割と生活習慣が確立した。

・ 練習の優先順位を理解し、地道な努力を継続する姿勢が見られた。

・女子バレー部員としての自覚ある行動が定着、生活習慣が確立した。

・毎日の練習に全力で取り組む姿勢は向上したが、試合の緊迫した場面で力を出し切れない弱さが残った。

・目別の数値（ジャンプ力等）は向上。一方で、疲労蓄積による怪我が見られたため、ケアの意識付けが最優先

課題。

・基本技術の見直しは着手したが、試合での精度に欠ける。反復練習による「無意識での精度向上」が必要。

サ

ッ

カ

ー

1.生徒の学習に対する意識・学力の向上

2.応援されるための集団つくり

3.主要大会で県内ベスト8に入り続ける

1. 学力の厳しい生徒には三者面談や二者面談で学習への取り組み方につい

て話をした。また、定期考査前に各教科の試験対策問題を配付したり、学

習会を設けたりして学習に取り組ませた。

2. 練習前10分間の環境整備と清掃活動をおこなう。他者のために自分が取

り組めることを考え、行動させる。

3. AとBのカテゴリーを分けて、段階的に個人技能の練習や組織的な戦術の

落とし込みをおこなった。

B

C

C

　学力向上に向けて高い意欲で取り組んでいる生徒がおり、結果も出てきている。一方で、各授業の提出物や授

業態度が十分ではなかった生徒もおり、学力の差が例年よりも開いている。上位の生徒をもっと引き上げるとと

もに、提出物や授業態度で改善が必要な生徒に対しての面談等を増やしていきたい。

　環境整備と清掃活動をおこなっているが、その時間内はできているものの、何のために取り組んでいるのかを

十分に理解していない生徒も散見される。今後は、学級での掃除時間に率先して掃除をおこなったり、ゴミが落ち

ていたら自発的に拾ったりできるような人間育成をより強化していきたい。

　個人技能の向上は見られたが、原理原則や戦術の理解が不足しており、個人の技能が試合の結果に結びつかな

かった。次年度は、昨年度と同様に視覚的教具を使用しながら練習に取り組むとともに、ただ教え込むだけでな

く、練習の意図を自ら考え、理解させる時間を確保できるように計画を立てていきたい。



ＮＯ５

改善すべき課題及び目標 改善に向けての行動の具体的な内容 評価 年度末総合評価・チェック事項

水

泳

1.目標達成のために主体性・社会性を身につ

け、自ら課題解決する資質を育てる。	

2.九州大会、全国大会で活躍できる人材の育成

をする。	

1. 目標達成のために、学校生活、競技面など目標を細分化し設定する機会

を作る。また、その達成度を自ら適宜評価していく。最終的に評価したも

のをもとに面談等しながら課題解決につなげる。	

2. 泳ぐという練習だけでなく陸上でのトレーニングの見直し・改善を図

る。各種測定を行いながら練習タイムの設定をする。	

 A

B	

　目標設定の仕方において、自己理解を行い、目標を設定することができた。自ら「書く」「話す」という場は

もちろん、友人同士でも対話につなげることができたと感じる。今後はさらなるレベルアップにつなげ、競技成

績にも活かしていきたい。

　自己記録を更新し、九州総体で決勝進出する生徒が増えたことはプラスであるが、全国大会出場者が今後増え

ていくよう、意識の高さを部全体に浸透させていくことが課題である。	

柔

道

1. 生活態度（学校生活）の改善	

2. 基本的な行動の徹底	

3. 学習指導の徹底	

4. 感染症への対応

5 基本技能の習得	

6. 体力錬成	

7. 練習試合	

⑧8.スカウト活動		

株組織の発足発展（育成とスカウトの両立）

1. ミーティングの内容の充実を図る。	

2. 挨拶や返事等の具体的な指示を徹底する。また、時間厳守や礼儀正しい

態度の指導を徹底する。	

3. 授業態度や課題提出の厳格化を図る。	

4. 手指消毒および施設の消毒を徹底する。

5. 試合成果を第一に置かず、徹底した基本練習をおこなう。

6. 欠かさないトレーニングを実施する。		

7. 技術面の向上を図る。	

8. 足を運んでのスカウト活動を実施する。

関係各所との様々な交渉をおこなう。

B

B

B

C

B

B

B

C

—

　校内外における問題行動等の把握に努めた。

　遠征先や寮生活における状況把握をおこなうとともに、報告・連絡・相談のチェック体制の充実を図った。

　授業担当者との密な連携・やり取りをおこなった。

　大会直近においてインフルエンザ罹患者が発生した。

　校内外での練習試合時に基本技能の習熟度をチェックした。

　指導者による経過観察の指示をおこなった。

　基礎力向上と対応力向上を図り、実戦を見据えた強化をおこなうことができた。

　中学生の試合を随時観察した。

　令和5年4月からの始動となっている。	

剣

道

1, 活動環境の整備	

2, 基本的生活態度の確立	

3, 技術面・精神面でのレベルアップ	

1.練習前後の掃除、各学期の大掃除、使用器具や用具の点検をおこなう。	

2.挨拶、礼儀、準備と片付け、積極的な授業参加、提出物の徹底を図る。	

3.練習内容やトレーニングメニューの工夫、錬成会や昇段審査・講習会へ

の参加、九州大会や全国大会への出場を目指す。	

B

B

B	

　日々の掃除はできていたが、大掃除については指示されないと動けない場面が見受けられた。また、汚れへの

気づきに対しても、やや至らない部分が見受けられる。

　欠席もほとんどなく、挨拶や準備も概ね良好であった。礼儀も身についており、好感を持てる生徒が多い。

　意識の高まりや集中力が身につき、生徒それぞれが各自の課題に取り組むことができるようになったため、錬

成会での勝率も向上した。今年度は男子個人でインターハイ出場を果たすことができたが、団体としては思うよ

うな結果を残すことができなかった。一つの要因として、精神面でのレベルアップがまだ十分ではないと感じて

いる。

野

球

1.生徒の学習に対する意識・学力の向上	

2.集団で競技を行う上での個人の責任が全体に

繋がる意識を持たせる	

3.主要大会でベスト4に入り続ける	

1.3年生9名（大学進学5名・就職4名希望）、2年生17名（大学希望13名・

就職4名）。冬休みに三者相談を実施し、学習に対する意識付けをおこ

なった。1年生に関しては、今後も毎日の声掛けを通じて意識を持たせてい

きたい。	

2.一人の行動が活動全体に影響が出ることを理解させ、周囲から応援され

る集団（「ありがとう」という言葉をいただける行動）作りに取り組ん

だ。それに加え、本年度は名前を呼ばれた際に「はい」と明確に返事がで

きることにも取り組んだ。	

3.自己理解を深め、努力することができる集団、およびその一員になるこ

とを意識させた。その結果、秋季大会ベスト8（シード権獲得）、1年生大

会準優勝に繋がった。	

B

B

B

　昨年よりは一人ひとりの意識が高くなってきている。ただ、1・2年生に数名、従来の好ましくない伝統を引き

継いでいる生徒も見受けられ、今後の課題である。

　周囲からどのように思われるかを考えて行動できる生徒が少なく、自己中心的な考えで行動してしまう生徒も見

受けられる。応援される人材とはどういう行動をしているのかを考えさせ、行動できる生徒を一人でも多く育成

し、今後もそのような集団作りを目指したい。	

　学校生活を含め、目的意識を持った活動が求められる。また、自分に甘い生徒も多く、「これくらいでよい

や」と妥協する生徒も多数見受けられる。今後、主要大会で常時ベスト4に入り、甲子園出場を果たすためには、

まだまだ意識を高めていく必要があると考え、今後の課題として取り組んでいきたい。	



ＮＯ６

改善すべき課題及び目標 改善に向けての行動の具体的な内容 評価 年度末総合評価・チェック事項

駅

伝

1. 人間的な成長：チームメイトとの協力、先輩

後輩との関わりを通して社会性を育み、困難に

立ち向かう忍耐力や精神力を養う。	

2. スキルと知識の習得：専門的な技能や知識を

身につけ、生涯にわたってスポーツや文化活動

に親しむ能力を育む。	

3. 自己管理能力の向上：練習や大会での時間管

理、健康管理を通じて、自分で自分の生活を律

する能力を高める。	

4. コミュニケーション能力の育成：監督やコー

チ、部員同士、保護者など多様な人々との関わ

りを通して、円滑なコミュニケーション能力を

身につける。

5. 主体性の育成：練習メニューの企画や戦術を

考える中で、自ら考え行動する力を養う。

1.役割分担の明確化：メンバー一人ひとりが自分の役割を理解し、その重

要性を認識することで、チームへの貢献意識を高める。

2.目標設定の支援：部員自身が具体的な目標を設定し、どのように取り組

むかを考えさせ、目標達成までの過程で得られる知識や経験を学習させ

る。	

3.優先順位の決定：限られた時間の中で特に何に集中すべきか優先順位を

つけさせ、目標達成に最も貢献する練習や自身の課題克服に必要な活動を

優先させる。	

4. 意見を言いやすい雰囲気づくり：上級生が下級生の意見を積極的に聞き

入れたり、指導者が部員の自由な発言を促したりすることで、誰もが安心

して意見を言える環境を作る。

5. 多角的な視点を持つ：物事を様々な角度から捉えさせ、新しいアイデア

を生み出す練習を考えさせる。例えば、他チームの戦術を研究し、異なる

スポーツの練習方法を参考にする。

B

A

A

 A

A

　役割の可視化：チーム内での様々な役割（練習メニューの考案者、用具管理者、ムードメーカーなど）の明確

化までは至らなかった。担当者を割り当てて役割の内容を具体的に言語化し、壁に掲示するなどして可視化すれ

ば、貢献意識がさらに高まったと考えられる。

　 目標設定の意図と計画：なぜその目標を設定したのか、達成のためにどのような行動計画を立てたかを評価で

きた。このプロセスを通じて、部員自身が「何を」「いつまでに」「どうやって」達成するかを深く考えている

ことが確認できた。	

　主体的な参画：目標設定に主体的に関わっているかを評価できた。リーダーが一方的に決めるのではなく、部

員自身が目標設定に参画することで、目標達成へのモチベーションや主体性が高まった。	

4.5. 自然に意見が交わされるのが理想であったが、ミーティングなどで発言の場を意識的に設けることができ、

各自が意見を書き出すブレインストーミングを定期的に実施できたことが成長に繋がった。	

（※上記④のチェック事項に統合・内包して記載）	

ダ

ン

ス

1.部活動をとおして、自己の基本的生活習慣を

確立させる。	

2.部活動をとおして自主性や協調性、礼節を身

に付け、社会に通用する人材の育成に努める。	

3.全国大会での上位入賞を目指すこと。勝敗以

外にも自分たちにできる地域貢献を積極的に行

うこと。日々の練習に真剣に取り組む。	

1.規則正しい生活リズム、ルーティーンを身に付けさせる。

2.TPOに合わせた行動、周囲への気配り、目配り、心配りができるように

互いに声を掛け合える関係性の構築をサポートする。

3.練習内容の見直し、ミーティング内容の充実、リーダーの育成をする。	

B

B

A	

　今年度は、部活動を通して学校生活全てにおいて良い結果につながったと感じている。具体的にはスーパース

ターがいなかったことが功を奏し、チームとしてのまとまりができた。その結果、大会やイベント実績において

も予想以上の結果を残すことができた。　特に例年と異なった点は、大晦日のゴールデンタイムの生放送番組に

出演できたことだった。学校としても、部としても貴重な経験となった。また、進路についてもダンス技術や人柄

が認められ、特待生（全免）合格や企業からの指名求人をいただくことができた。　次年度も「誰からも愛さ

れ、応援されるチームになる」を目標とし、地道に活動していきたい。


